
 

 

 

 

 

 

 

徳之島の歴史から「人権」を考える 

人々が生存と自由を確保し、それぞれの幸福を追求する権利－それが人権である。※１ 

誰も“あなた”の人権を侵すことができず、“あなた”は誰かの人権を侵すことはできません。 

8月は「人権同和問題啓発強調月間」。この機会に、徳之島（以下、略して「島」）の先人たち

の姿を通して、人権＝生存（ここでは生き方）・自由・幸福の追求について考えてみましょう。 

－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－ 

 島に人が暮らし始めたのは、約２万５千年前。狩りや採

集、漁により食糧を得ていました。世界の島々では人が暮らすことによる環境悪化

が起こりましたが、島では食糧が採り尽くされることはありませんでした。 

 また、島は決して孤立していたわけではありません。約 1千年～650年前に伊仙町で作られた
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細工には、奄美群島産の夜光貝が使われていることがわかっています。 

 ⇒島の人たちは、自然とともに、広く外の世界と繋がりながら生きてきた！ 

 

 薩摩藩政下は、砂糖の厳しい取り立てが行われ、島外への行き

来が制限され、飢饉
き き ん

や疫病が流行した時代。その中にも、牛なくさみ（闘牛）や唄で労働の辛さ

を慰め、生き抜いてきました。闘牛や島唄は、島の文化として今も受け継がれています。 

また、明治時代の奄美群島では、自分たちが作った砂糖を自由に販売できるよう

「砂糖自由売買運動」を展開しました。戦後も自由を求める動きは続き、米軍統治

下では、日本復帰を求めて群島あげての復帰運動が起こりました。 

⇒島の人たちは、どんな状況でも生き抜き、自由を求める力強さを持っていた！ 

 

 昔から島の人たちが、よりよく生きるための知恵として語り継いできた

「テーキ」では、他者の幸せが巡り巡って自分に返ってくることが説かれています。 
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⇒決して“自分だけが幸せであれば良い”のではない。ひとも幸せ、自分も幸せ！ 
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（世の中は変わり、人は代々続く） 

これまで、世の中がどんなに変わろうとも、先人たちは「生存と自由を確保し、幸福を追求」

し、自分だけではなく「人の事」も大切にし、今に至ります。 

先人たちから続いてきた現在の私たちは、次の世代に良い「世」を繋げていきたいものです。 

※１ 人権擁護推進審議会答申 平成 11年 
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島で語り継がれたテーキ  

●今日
き ゅ う

や他人
ち ゅ

ぬ上
うぃ

 明日
あ ち ゃ

や自分
ど ぅ

ぬ上
うぃ

（今日は他人事であっても明日は自分事かもしれない） 

他人に起こった出来事が明日は自分に起こるかもしれないので、他人の悪口を言ったり馬鹿に

したりするものではない、と説いています。 

全国で新型コロナウイルスの感染者が増え続けており、奄美群島内でも感染

者が増加。とはいえ、島外への人の行き来や物流は、生活・経済にとって必要

なことです。各人が感染のリスクを少なくする行動に取り組むことは大切です

が、感染者（その周囲のひと）を差別することは人権侵害にあたります。 

 

規則正しい生活リズムを大切に 

寝る直前までのスマホの使用や深夜のスマホ使用で生活リズムが乱れる子どもが増え

ています。夜の睡眠がおろそかになると、疲れがとれず、心身の発育に悪影響を及ぼし

ます。最終的に昼夜逆転の生活リズムに変わってしまい、規則正しい生活を送ることが

困難になります。               徳之島町青少年育成町民会議「スマホもって大丈夫？」 

 

８月の行事予定 
７月１日～８月３１日 夏の「郷土に学び・育む青少年運動」（鹿児島県・鹿児島県青少年育成県民会議） 

８ 

月 

４日（火）貝がら標本展示会（～8/25） ：学習センター1階ロビー 

8日（土）郷土資料館体験学習講座 ①10 時～ ②14 時～：学習センター ※要申込 

10日（月）貝がら標本名付け会 10 時～12 時 ：学習センター1階ロビー ＜町立図書館主催＞ 

10日（月）子どもミニシアター（～8/11） 13 時 30 分～ ：学習センター2階ホール 

15日（土）青少年育成の日 （毎月第 3 土曜日） 

16日（日）家庭の日 （毎月第 3 日曜日） 

22日（土）子育てサロン“ママ navi”  10 時 30分～12 時 ：学習センター2階ホール  

※当日準備する物等、詳しくは町公式ウェブサイトでご確認いただくか、お問い合わせください。 

28日（金）2020年サマーボランティア 10 時～ ：地域福祉センター ※申込期間は終了しました 

※それぞれの行事に参加される方は、マスク着用とアルコール消毒をお願いいたします。 

※新型コロナウイルスの感染拡大状況によっては、予定が変更となる場合があります。最新の状

況をご確認ください。また、当初予定していた次の行事は、開催見送り・中止となりました。 

6日（木）月おくれたなばたまつり ＜町立図書館主催＞ 

17日（月）燃ゆる感動かごしま国体・かごしま大会炬火リレー(徳之島町） 

22日（土）燃ゆる感動かごしま国体ふれあいグラウンド・ゴルフ大会 

23日（日）徳之島民謡大会 

町立図書館 

学校の夏休み期間（8/31まで）は、月曜も

開館しています。 

8月の休館日／１５日（土）・2４日（月） 

総合運動公園レジャープール 

今年は、新型コロナウイルス感染拡大防止の

ため、開園を中止しています。たいへんご迷惑

をおかけしておりますが、ご理解とご協力をお

願いいたします。 

 
大人が変われば → 子どもが変わる 
家庭が変われば  →  地域が変わる   

子育てについて学び、保護者同士で話し合い交

流する「子育てサロン」を開催します。 


